
倶
知
安
町
立
西
小
学
校
校
長

村
井
満

「
す
べ
て
の
人
間
は
、
適
切
な
環
境
を
与
え

ら
れ
れ
ば
成
長
し
続
け
る
存
在
で
あ
る
」

倶
知
安
町
立
西
小
学
校
樺
山
分
校
教
頭

瀧
澤
祐
司

「
子
ど
も
と
教
師
と
の
温
か
な
人
間
関
係
を
基

盤
に
、
子
ど
も
一
人
ひ
と
り
が
活
躍
で
き
る

授
業
づ
く
り
が
出
来
る
教
師
を
育
成
し
た
い
」

倶
知
安
町
立
西
小
学
校
樺
山
分
校

長
谷
川
徹

研
修
担
当
、
特
別
支
援
学
級
担
任
。「
子
ど
も

一
人
ひ
と
り
を
よ
く
見
て
、
そ
の
子
ど
も
が

必
要
と
し
て
い
る
こ
と
を
し
て
い
き
た
い
」
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複
式
校
同
士
の
無
理
の
な
い
連
携
で

外
部
の
視
点
を
効
果
的
に
活
か
す

◎校区には国内有数のスキーリゾート
地があり、海外からの観光客の激増に
伴い、外国からの移住者も増加。国際
的な家庭に育つ子どもも多い、国際
色豊かな分校。１０人の教職員のうち２
人は海外の日本人学校で教壇に立っ
た経験がある。

北海道倶知安町立西小学校樺山分校

北
海
道
の
隣
接
す
る
二
つ
の
町
に
あ
る
西
小
学
校
樺
山
分
校
と
近
藤
小
学
校
は
、
共
に
複
式
学
級
を
有
す
る
小
規
模
校
だ
。

子
ど
も
や
教
師
の
実
態
か
ら
必
要
性
の
高
い
テ
ー
マ
に
的
を
絞
り
、
研
究
を
進
め
る
。

校
内
で
も
互
い
の
連
携
で
も
意
見
を
率
直
に
出
し
合
え
る
体
制
を
築
く
こ
と
で
、
研
究
を
活
性
化
さ
せ
て
い
る
。

学
校
事
例

北
海
道

倶く

っ

ち

ゃ

ん

知
安
町
立
西
小
学
校
樺
山
分
校

北
海
道

ニ
セ
コ
町
立
近
藤
小
学
校

3

校長 徳光茂先生（２０１０年４月から）

児童数 27人 学級数　5学級（うち特別支援学級2）

所在地 〒044-0078　北海道虻田郡倶知安町字樺山109

TEL 0136-22-0988

URL http://www.hirafu.net/̃kabayama/

公開研究会　2010年10月8日（金）

S c h o o l  D a t a

課題

児童数１９人。教員数７人で、４０代が多い。

◎語彙力や表現力の強化が課題
　近藤小学校では、担任は全員、複式学級の経験があり、
複式学級独自の指導法は蓄積されていた。課題は、子ども
の語彙力や表現力の不足だ。同校には全国各地から移住し
てきた家庭の子どもが多く、積極的に人とかかわり、意欲的
で活発な子どもが多い。小規模校の子どもは内向的だと言わ
れるが、同校では当てはまらない。
　それでも、河田茂校長は「限られた人たちと接するためか、
子どもが自分の意思を伝える語彙が少なく、『楽しい』『楽し
くない』といった決まった表現が多いと感じます」と話す。

近藤小学校

児童数３０人。教員数１０人で、３０代が多い。

◎異動により複式授業のノウハウが不足
　西小学校樺山分校には海外で教育を受けてきた子どもが
多数在籍しており、学習環境の差が生み出す学力差が課題
として挙げられる。また、２００９年度に半数以上の教員が入
れ替わり、複式学級の経験者が減った。複式学級では、あ
る学年の指導時にもう一方の学年は教師が直接指導しない
「間接指導」となる。しかし、一方の学年に活動内容を的確に
明示できないまま、一方の学年を指導することもあったという。
　「最終的には、間接指導時に教師が細かく指示しなくても、
自主的に学ぶ力を子どもに付けることを目指し、まずは間接
指導を充実させたいです」と村井満校長（当時）は語る。

西小学校樺山分校

＊児童数、教員数などは取材時（20１０年３月）のもの

ご い

＊プロフィールは取材時（2010年３月）のものです ＊2010年４月時点

http://www.hirafu.net/~kabayama/


特集

全面実施への助走
第1 回

つづけたくなる授業研究

ニ
セ
コ
町
立
近
藤
小
学
校
校
長

河
田
茂

「
校
長
と
し
て
、
先
生
方
の
共
通
理
解
を
図
っ

て
仕
事
し
て
い
く
こ
と
を
大
事
に
し
た
い
」

ニ
セ
コ
町
立
近
藤
小
学
校

児
玉
瑞
佳

研
修
担
当
、
１
・
２
学
年
担
任
。「
子
ど
も
た

ち
に
確
か
な
学
力
を
付
け
さ
せ
る
た
め
に
、

最
大
限
の
努
力
を
し
た
い
」
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◎1９０２（明治３５）年の開校以来、
１００年以上の歴史を持つ。校区の基
幹産業は農業だったが、近年は全国各
地からの移住者が増加し、今では地域
住民の約半数が農業以外の職業に就
く。校区内の全９４戸がＰＴＡ正会員と
なり、地域ぐるみで学校を支えている。

北海道ニセコ町立近藤小学校

校長 河田茂先生

児童数 19人 学級数　３学級

所在地 〒048-1542　北海道虻田郡ニセコ町字近藤266

TEL 0136-44-2852

URL http://www.town.niseko.hokkaido.jp/kondo-s/

公開研究会　2010年度の日程未定

S c h o o l  D a t a

研究のねらいと取り組み成果
◎子どもの変化
間接指導の時に、子ども自身が学習過程を意
識して、次に何をすれば良いのか分かるよう
になった（西小学校樺山分校）
「読む力」「書く力」など、各学級の重点指導
目標とした力が向上した（近藤小学校）

●

●

西小学校樺山分校
算数科を中心に、「確かな学力を身につけ、互い
に高め合う授業の改善」を研究主題に
間接指導を含んだ「つかむ・かんがえる・まとめる・
ふかめる」学習過程の明確化と定着を目指す
年数回、講師を招いた研究授業を実施

●

●

●

近藤小学校
国語科を中心に「言語能力を高める授業のあり方」
を研究主題に
６年間を見据えて児童に付けたい力を明確にし、
各学級の実態に合わせた重点指導目標を設定
全教師が、前期と後期で１回ずつ授業公開。前期
の成果を踏まえて後期の目標を見直す

●

●

●

◎教師の変化
学習過程を意識して授業をするようになり、
授業形態が統一された（西小学校樺山分校）
児童に不足している力を意識して指導するこ
とで、指導のポイントが明確になった（近藤
小学校）
２校の連携によって、指導の改善がより進ん
だ。人間関係も深まった（２校共通）

●

●

●

成果を支える要因
必要感のある研究テーマを全員で共有
少人数だからこそ頑張る
子どものために、遠慮せず意見を交わす
気張らない取り組みを行う
教師一人ひとりを尊重する管理職の支援

●

●

●

●

●

近藤小学

連  

携

車で２０分ほどの距離にある２校で、授
業を見合う「授業交流」と、子どもが
一緒に授業を受ける「児童交流」を実
施する

授業交流では、各校の研究テーマに合
わせて授業を公開。事前・事後研究
会は行わず、ファクスや電話などで意
見交換する

＊2010年４月時点＊プロフィールは取材時（2010年３月）のものです



　

西
小
学
校
樺
山
分
校
（
以
下
、
樺
山
分
校
）
が
目

指
す
の
は
、「
学
習
内
容
や
取
り
組
み
の
手
順
を
明

確
に
し
、
児
童
が
主
体
的
な
活
動
を
通
じ
、
理
解
・

解
決
で
き
た
こ
と
を
実
感
で
き
る
授
業
」「
児
童
の

発
言
や
活
動
の
場
を
保
障
し
、
児
童
同
士
・
児
童
と

教
師
の
関
わ
り
が
見
え
る
授
業
」
だ
。
２
０
０
９
年

4
月
に
瀧
澤
祐
司
教
頭
と
研
修
担
当
の
長
谷
川
徹
先

生
が
こ
の
実
現
に
向
け
た
学
習
過
程
を
提
案
。
複
式

授
業
の
要
と
な
る
間
接
指
導
を
「
セ
ル
フ
タ
イ
ム
」

と
し
、
教
師
・
児
童
共
に
定
着
を
図
っ
た
（
図
１
）。

　

研
究
は
、
子
ど
も
が
「
で
き
る
・
わ
か
る
」
を
実

感
し
や
す
い
算
数
を
中
心
に
、
同
年
５
月
に
校
内
で

授
業
を
見
合
う
と
こ
ろ
か
ら
始
め
た
。
こ
の
年
は
樺

山
分
校
が
「
後

し
り
べ

志し

へ
き
地
・
複
式
教
育
研
究
発
表
大

会
」
の
会
場
に
な
っ
た
た
め
、
低
・
中
・
高
学
年
で

各
１
人
、
複
式
指
導
の
経
験
豊
富
な
他
校
の
校
長
ら

に
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
を
依
頼
し
、
年
３
回
、
研
究
授
業

を
見
て
も
ら
っ
た
。
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
か
ら
の
助
言
が

教
師
の
意
欲
に
つ
な
が
っ
た
と
瀧
澤
教
頭
は
話
す
。

　
「
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
は
毎
回
、
授
業
や
子
ど
も
の
良

く
な
っ
た
点
と
共
に
、
新
た
な
課
題
を
指
摘
し
て
く

れ
ま
し
た
。
そ
の
時
々
の
成
果
と
課
題
を
明
確
に
出

来
た
こ
と
が
、先
生
方
の
意
欲
に
つ
な
が
り
ま
し
た
」

　

近
藤
小
学
校
が
研
究
時
に
意
識
し
た
の
は
、
６
年

間
の
系
統
性
だ
。教
師
の
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
を
基
に
、

「
言
語
活
動
に
お
け
る
学
年
別
目
標
」
を
「
読
む
・

書
く
・
話
す
・
聞
く
」
の
４
技
能
別
に
作
成
。
更
に
、

学
級
ご
と
の
実
態
に
合
わ
せ
て
年
間
の
重
点
指
導
目

標
を
設
定
し
た
。
研
修
担
当
の
児
玉
瑞
佳
先
生
は
、

「
本
校
は
少
人
数
で
す
か
ら
、
学
級
目
標
は
個
々
の

子
ど
も
の
目
標
に
近
い
内
容
で
す
。言
語
力
を
高
め
、

そ
れ
を
土
台
に
表
現
力
を
培
う
と
い
う
よ
う
に
、
個

人
の
課
題
に
合
わ
せ
て
２
〜
３
年
計
画
で
進
め
て
い

ま
す
。
子
ど
も
が
全
校
児
童
の
前
で
発
表
す
る
機
会

を
設
け
る
な
ど
、
国
語
に
限
ら
ず
、
日
常
的
な
活
動

に
も
言
語
活
動
を
取
り
入
れ
て
い
ま
す
」
と
話
す
。

　

研
究
授
業
は
学
級
ご
と
に
、
前
期
と
後
期
の
年
２

回
実
施
。
前
期
終
了
時
に
成
果
を
踏
ま
え
て
目
標
を

修
正
し
、
後
期
の
研
究
に
つ
な
げ
た
。

　

複
式
学
級
を
有
す
る
学
校
は
近
隣
で
は
両
校
し
か

な
く
、
研
究
を
深
め
る
た
め
に
約
６
年
前
か
ら
2
校

で
の
連
携
を
開
始
。
互
い
に
授
業
を
見
合
う
「
授
業
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◎
研
究
の
ね
ら
い
と
取
り
組
み

＊倶知安町立西小学校樺山分校『2009年度研究集録』を基に編集部が作成

図１ 西小学校樺山分校の複式学習過程（１時間）例：３・４年生

３年生の学習過程 ４年生の学習過程指
導

指
導

段
階
段
階

前時や関連単元の想起
問題提示
課題把握
解決の見通しを立てる

1.
2.
3.
4.

自力解決
友だちと考える
別の自力解決方法を
考える
発表準備
発表

1.
2.
3.

4.
5.

習熟
振り返り、自己評価

1.
2.

前時や関連単元の想起
問題提示
課題把握
解決の見通しを立てる

1.
2.
3.
4.

出てきた考えを比べる
正しい考え方、解き方を
つかむ
規則やきまりを見つける
課題を振り返って
まとめる

1.
2.

3.
4.

自力解決
友だちと考える
別の自力解決方法を
考える
発表準備
発表

1.
2.
3.

4.
5.

出てきた考えを比べる
正しい考え方、解き方を
つかむ
規則やきまりを見つける
課題を振り返って
まとめる

1.
2.

3.
4.

習熟
振り返り、自己評価

1.
2.

ふ
か
め
る

間
接
指
導

つ

か

む

直
接
指
導

つ

か

む

直
接
指
導

か
ん
が
え
る

間
接
指
導

か
ん
が
え
る

間
接
指
導

ま
と
め
る

直
接
指
導

ま
と
め
る

直
接
指
導

ふ
か
め
る

間
接
指
導

同時間接［教師の見取り］ 同時間接［教師の見取り］

＊間接指導＝セルフタイム

セルフタイムのルールを確認する
活動時間を意識した取り組みをさせる
セルフタイム直前の直接指導時にお
いて、課題と活動内容を確認、板
書する
課題にあった活動内容を、学年に応
じた言葉を使って提示する

■セルフタイムの確認事項
●

●

●

●

■セルフタイムの
　ルール
課題はOK？
友だちに相談OK！
ヒントをもらってOK！
リーダーさん、お願い
します！

●

●

●

●

セルフタイム

セルフタイム

セルフタイム

セルフタイム

学
級
ご
と
に
言
語
力
の

重
点
指
導
目
標
を
設
定

　
近
藤
小
学
校

「
セ
ル
フ
タ
イ
ム
」を
含
め
た

学
習
過
程
を
明
確
化

　
西
小
学
校
樺
山
分
校

１
校
で
は
足
り
な
い
点
を
補
完
し
合
う

　
連
携
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全面実施への助走
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つづけたくなる授業研究

交
流
」
と
、
子
ど
も
が
授
業
を
一
緒
に
受
け
る
「
児

童
交
流
」
だ
（
図
２
）。
授
業
交
流
で
は
、
事
後
研

究
会
は
設
け
て
い
な
い
。
フ
ァ
ク
ス
で
質
問
な
ど
を

送
り
合
っ
た
り
、電
話
で
話
し
合
っ
た
り
し
て
い
る
。

　
「
そ
の
日
の
最
後
の
時
間
に
公
開
授
業
を
設
定
す

る
の
で
は
な
く
、通
常
の
授
業
を
見
て
も
ら
う
た
め
、

見
に
来
た
先
生
に
残
っ
て
い
た
だ
き
時
間
を
か
け
て

研
究
会
を
開
く
わ
け
に
は
い
か
な
い
か
ら
で
す
。
堅

苦
し
い
形
に
す
る
よ
り
も
、
気
軽
な
感
じ
の
方
が
長

続
き
す
る
と
考
え
ま
す
」（
近
藤
小
学
校
・
児
玉
先
生
）

　

樺
山
分
校
で
は
09
年
４
月
当
初
、
間
接
指
導
の
時

に
子
ど
も
が
ざ
わ
つ
く
こ
と
が
あ
っ
た
。
何
を
し
た

ら
良
い
の
か
分
か
ら
ず
、
戸
惑
う
姿
も
見
ら
れ
た
。

だ
が
、
研
究
を
進
め
る
う
ち
に
、
子
ど
も
の
様
子
が

徐
々
に
変
わ
っ
た
と
長
谷
川
先
生
は
語
る
。

　
「
変
化
が
顕
著
に
表
れ
た
の
は
10
月
ご
ろ
で
し
た
。

教
師
が
学
習
過
程
を
確
立
す
る
に
つ
れ
て
、
子
ど
も

自
身
が
学
習
過
程
を
意
識
し
て
、
間
接
指
導
の
時
に

何
を
す
れ
ば
良
い
の
か
が
分
か
る
よ
う
に
な
っ
て
い

た
の
で
す
。
間
接
指
導
で
も
、
子
ど
も
は
集
中
し
て

黙
々
と
学
ぶ
よ
う
に
な
り
ま
し
た
」

　

一
方
、
近
藤
小
学
校
で
は
、
学
級
ご
と
に
設
定
さ

れ
た
重
点
指
導
目
標
に
合
わ
せ
、
不
足
し
て
い
る
力

の
底
上
げ
が
出
来
た
。
例
え
ば
、
１
年
生
に
は
話
す

内
容
や
話
し
方
を
指
導
し
、
徐
々
に
子
ど
も
自
身
に

考
え
さ
せ
て
い
く
小
さ
な
ス
テ
ッ
プ
を
踏
ま
せ
た
。

こ
の
結
果
、
09
年
度
の
修
了
式
で
全
校
児
童
が
１
年

間
の
反
省
と
次
年
度
の
抱
負
を
発
表
し
た
際
、
１
年

生
も
下
書
き
な
し
で
言
え
る
よ
う
に
な
っ
た
。

　
「
低
学
年
の
子
ど
も
は
高
学
年
が
発
表
す
る
姿
を

見
て
『
あ
の
よ
う
に
な
り
た
い
』
と
あ
こ
が
れ
を
抱

き
ま
す
。
上
級
生
が
身
近
な
存
在
に
な
る
小
規
模
校

の
良
さ
で
す
。
教
師
に
と
っ
て
は
学
級
ご
と
の
重
点

目
標
を
設
定
す
る
こ
と
で
、
ポ
イ
ン
ト
を
明
確
に
指

導
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
」（
児
玉
先
生
）

　

両
校
の
連
携
は
、
複
式
学
級
の
経
験
の
浅
い
樺
山

分
校
の
教
師
に
と
っ
て
は
、
経
験
豊
富
な
近
藤
小
学

校
か
ら
ノ
ウ
ハ
ウ
を
吸
収
し
、
他
教
科
の
複
式
指
導

に
つ
い
て
学
ぶ
機
会
と
な
っ
た
。
長
谷
川
先
生
は
、

「
小
規
模
校
で
は
、
教
師
も
外
部
と
の
交
流
が
不
足

し
が
ち
で
す
。
指
導
力
向
上
の
た
め
に
は
他
校
と
の

連
携
が
欠
か
せ
ま
せ
ん
」
と
話
す
。

　

近
藤
小
学
校
に
と
っ
て
も
意
義
は
大
き
い
。
児
玉

先
生
は
、「
普
段
何
気
な
く
行
っ
て
い
る
声
掛
け
や

ノ
ー
ト
の
取
り
方
の
指
導
な
ど
に
つ
い
て
、
樺
山
分

校
の
先
生
か
ら
質
問
さ
れ
た
こ
と
で
、
自
分
の
指
導

を
見
直
す
き
っ
か
け
に
な
り
ま
し
た
」
と
話
す
。

　

樺
山
分
校
で
は
、
間
接
指
導
の
充
実
と
い
う
喫

緊
の
課
題
を
研
究
テ
ー
マ
と
し
た
こ
と
が
大
き
い
。

「『
や
ら
さ
れ
感
』
の
あ
る
研
究
に
意
欲
は
わ
き
ま
せ

ん
。
授
業
の
質
が
高
ま
り
、
子
ど
も
の
力
が
付
い
て

き
た
と
実
感
で
き
る
研
究
に
す
る
こ
と
が
大
切
で

す
」
と
村
井
満
校
長
（
当
時
）
は
話
す
。必
要
性
に

加
え
、
研
究
テ
ー
マ
を
分
か
り
や
す
い
言
葉
で
年
度

初
め
に
共
有
し
た
こ
と
も
、研
究
活
性
化
の
要
因
だ
。

　
「
４
月
に
全
員
で
目
指
す
授
業
の
姿
を
共
有
し
ま

し
た
。
初
め
に
全
員
の
気
持
ち
を
そ
ろ
え
ら
れ
た
こ

と
で
、
職
員
室
で
話
題
づ
く
り
が
し
や
す
く
な
り
、

同
僚
性
も
高
ま
り
ま
し
た
」（
長
谷
川
先
生
）

　

教
員
数
が
少
な
い
か
ら
こ
そ
ど
の
教
師
も
頑
張
っ

て
い
る
と
、
近
藤
小
学
校
の
河
田
茂
校
長
は
話
す
。

　
「
小
規
模
校
で
は
、
教
師
は
毎
日
全
員
の
子
ど
も

教
師
の
指
導
改
善
の
き
っ
か
け
に

互いの授業を見合う教師同士の交流。通常の授業をしな
がらのため、１校につき低・中・高学年の３日間に分け、
もう１校は少し時期をずらして行う。 通常は年１回だが、０９
年度は樺山分校が「後志へき地・複式教育研究発表
大会」の会場となり、その準備のため年４回実施した。

両校の子どもが一緒に、体育や音楽などの授業を受ける
もの。普段は出来ない多人数でのサッカーなどを楽しめる
機会だ。樺山分校が授業交流を担当する年度は近藤小
学校が児童交流を担当するといった具合に、交互に主催
するシステムになっている。

授業交流

児童交流

図２ 連携の概要

19 ［小学版］2010 Vol .1

子
ど
も
の
姿
が
徐
々
に
変
化

◎
成
果

必
要
性
の
高
い
テ
ー
マ
を
全
員
で
共
有

◎
成
果
を
支
え
る
要
因



と
接
し
ま
す
。
教
材
で
あ
れ
日
常
会
話
で
あ
れ
、
常

に
新
し
い
も
の
を
出
し
て
い
か
な
い
と
、
子
ど
も
に

飽
き
ら
れ
て
し
ま
い
ま
す
。
自
ら
必
要
性
を
感
じ
、

休
み
の
日
は
積
極
的
に
外
部
の
研
修
へ
出
掛
け
て
校

内
で
共
有
す
る
こ
と
が
、
本
校
で
は
日
常
と
な
っ
て

い
ま
す
」

　

両
校
に
共
通
す
る
持
ち
味
の
一
つ
は
、
自
由
に
発

言
で
き
る
雰
囲
気
に
あ
る
。
そ
れ
は
、
両
校
の
連
携

に
お
い
て
も
同
様
だ
。
双
方
の
授
業
に
つ
い
て
、
時

に
は
「
こ
う
し
た
方
が
良
か
っ
た
の
で
は
」「
私
な

ら
こ
う
し
ま
す
」
と
い
う
厳
し
い
指
摘
も
あ
る
。
も

ち
ろ
ん
、信
頼
関
係
が
あ
っ
て
こ
そ
出
来
る
こ
と
だ
。

09
年
度
は
樺
山
分
校
で
の
研
究
大
会
が
あ
り
、
そ
の

運
営
を
近
藤
小
学
校
も
手
伝
っ
た
。
何
度
か
の
懇
親

会
も
経
て
、
よ
り
関
係
が
深
ま
っ
た
と
い
う
。
樺
山

分
校
の
村
井
校
長
は
、「
研
究
の
た
め
だ
け
で
な
く
、

人
間
同
士
の
付
き
合
い
が
あ
っ
て
初
め
て
連
携
は
長

続
き
す
る
と
思
い
ま
す
」
と
話
す
。

　

樺
山
分
校
の
長
谷
川
先
生
は
、「
他
校
の
先
生
に

授
業
を
見
せ
る
と
い
う
と
気
張
る
と
思
い
ま
す
が
、

両
校
に
お
い
て
は
そ
う
い
う
こ
と
は
全
く
あ
り
ま
せ

ん
。
普
段
の
授
業
を
見
て
も
ら
い
、
本
当
に
役
立
つ

ア
ド
バ
イ
ス
が
欲
し
い
か
ら
で
す
」
と
言
う
。

　

両
校
と
も
、
校
務
分
掌
に
関
係
な
く
、
教
師
は
気

付
い
た
ら
率
先
し
て
動
き
、学
校
を
動
か
し
て
い
る
。

近
藤
小
学
校
の
児
玉
先
生
は
、「
校
長
が
教
師
個
々

の
独
自
性
を
大
切
に
し
て
く
れ
る
の
で
、
各
自
が
得

意
分
野
で
力
を
発
揮
で
き
る
チ
ー
ム
に
な
っ
て
い
ま

す
」
と
話
す
。
ま
た
、
担
任
１
人
に
任
せ
す
ぎ
な
い

こ
と
も
大
切
に
す
る
。
樺
山
分
校
の
瀧
澤
教
頭
は
、

「
先
生
方
を
尊
重
す
る
一
方
、
任
せ
す
ぎ
ず
に
教
師

全
員
で
取
り
組
む
こ
と
も
大
切
に
し
て
い
ま
す
。
そ

し
て
、
先
生
が
迷
っ
た
り
悩
ん
だ
り
し
て
い
る
時
に

は
、
積
極
的
に
助
言
し
て
い
ま
す
」
と
話
す
。

　

各
校
の
研
究
成
果
が
現
れ
て
い
る
一
方
で
、
複
式

校
な
ら
で
は
の
課
題
が
浮
上
し
て
い
る
。
同
単
元
指

導
（
Ａ
・
Ｂ
年
度
方
式
）
の
見
直
し
へ
の
対
応
だ
。

同
単
元
指
導
は
、
理
科
や
社
会
科
な
ど
で
２
学
年
同

じ
内
容
を
指
導
す
る
も
の
。
例
え
ば
、
５
年
生
が
６

年
生
の
学
習
を
す
る
な
ど
、
２
学
年
分
の
教
育
課
程

を
組
み
替
え
、
Ａ
年
度
と
Ｂ
年
度
の
２
年
間
を
か
け

て
す
べ
て
を
履
修
す
る
方
式
だ
。
北
海
道
で
は
、
学

校
の
統
廃
合
や
児
童
の
転
出
・
転
入
の
時
に
未
履
修

分
野
を
出
さ
な
い
よ
う
に
す
る
た
め
、
出
来
る
だ
け

学
年
別
の
指
導
に
変
え
て
い
く
方
針
と
し
て
い
る
。

　
「
学
年
別
の
指
導
に
な
る
と
、
学
年
に
1
人
し
か

子
ど
も
が
い
な
い
場
合
、
１
人
で
理
科
の
実
験
や
社

会
科
の
体
験
学
習
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
も

考
え
ら
れ
ま
す
。
そ
れ
で
は
子
ど
も
同
士
の
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
に
広
が
り
が
生
ま
れ
ま
せ
ん
。
小
規

模
校
の
実
情
に
合
わ
せ
て
、
柔
軟
な
対
応
を
考
え
て

い
く
こ
と
が
大
き
な
課
題
で
す
」（
近
藤
小
学
校
・

児
玉
先
生
）

一
人
ひ
と
り
を
尊
重
し
な
が
ら
管
理
職
が
支
援

遠
慮
せ
ず
意
見
を
言
い
合
う
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　私が大切にしているのは、先生方の輪です。私は
クッションかスポンジか、そういう立場で動いてい
こうと思っています。先生方が研究を進められる原
動力は、子どもが変わる姿を目にし、成果が上がっ
ていると実感できることです。
　もう一つ、地域とのつながりが強い本校は、地域
から期待されています。これも先生方のエネルギー
になっているかもしれません。学校評価の結果から
課題を発見し、それを解決していくことを大事にし
ていきたいと考えています。

校長としての役割
近藤小学校河田校長が重視する

　私は西小学校本校の校長と兼務しており、樺山分
校に常駐しているわけではありません。そのため、
私が意識的に行っているのは、学校に出勤した時に
は、子どもの成長はもちろん、先生方が頑張ってい
る姿を見つけ、その機会を逃さずに評価し、賞賛す
ることです。
　人は大人であっても、自分の納得できたことを褒
められればうれしいもので、次への意欲に結びつき
ます。先生方が気持ち良く、更に積極的に研究が出
来るように配慮したいと考えています。

校長としての役割
樺山分校村井校長が重視する


